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Abstract: Biomedical Fuzzy System Association (BMFSA) was established in May of 1988 and the first annual meeting was held in February of 1989. Many presidents of BMFSA, many chairmen and program chiefs of annual meetings, chief editors of journals and many earnest members contributed to progress of BMFSA and development of the soft computing sciences. Unfortunately it is said that BMFSA is coming to “the corner” in its history. From the view point of looking back the past history and forecasting the coming future, I tried to survey the activities of many contributors to nineteen years history of BMFSA, through the journals and the paper books of national annual meetings. The analyzed result are summarized into eleven categories: 1. Fuzzy theory, 2. Neural network, 3. G. A. and Chaos theory, 4. Self –Organizing Maps, 5. Medical diagnosis, 6. Health checkup, 7. Control, 8. Pattern recognition and Medical image processing, 9. Psychology and Sensation sciences, 10. Sociology and Economics, and 11. Oriental medicine. 

はじめに

バイオメディカル・ファジィ・システム学会（BMFSA）は1988年5月に設立され、1989年2月に第1回年次大会が倉敷で開催された[1]。それ以来、全7代の学会長、全１６回の年次大会長とプログラム委員長、英文・和文学会誌編集長および熱心な会員諸氏がBMFSAの発展とソフトコンピューティング科学の進展に寄与してきた。しかし、名称変更の議論も数年前にあった本学会は今ひとつの“曲がり角”に来ているといわれる。過去を振り返り、今後の発展を考える一助となることを願い拙稿をしたためた。
筆者は文献[3][4][5] [6]でMBFSAの実績について種々の観点から分析してきたが、「企業は人なり」と同様「学会は人なり」の感を強く抱いたため、今回はこのような演題名とした次第である。

本稿は、BMFSAの学会誌、年次全国大会講演論文集の内容に沿って、手段としての、1) ファジィ論、2) ニューラルネットワーク、3) G. A. およびChaos Theory、4) SOM、目的としての、5) 医療診断、6) 健康管理、7) 制御、8) パターン認識・画像処理、応用分野としての9) 心理学・感覚学、10) 社会学・経済学、11) 東洋医学の計11のカテゴリー毎に「BMFSA１９年の歴史を作った人々」の主な業績・発表論文の分析を試みた。

整理の便宜上、英文学会誌は「J」(Journal)、日本語学会誌は「JJ」（Japanese Journal）、年次大会論文集は「P」(Proceeding)の「コード」で表現した。学会誌はベトナム学会特集号（Vol.5 No.2）以外は各Vol.はNo. 1しか存在しないため、Vol.の番号を出版物の「コード番号」とした。例えば「P3, 4-27」は「第３回年次大会講演論文集の4-27頁」のことである。ベトナム学会特集号のコードは「J5-2」である。

１．ファジィ論

川崎医療福祉大学の斉藤泰一（初代会長、第1・2・3回大会長）は第1回大会における基調講演「生体におけるファジィ情報の特質とその処理について」(J1, 1-3)で、ファジィの定義、曖昧さ（fuzziness）の種類として、①ぼやけている（vagueness）、②確定しない（ambiguity）、③多義性（polysemy）、および連続・不連続性の概念をまとめ、生体情報処理の基本、「人間的なコンピュータ」の必要性を論じている。

BMFSAは、The Role of Soft Computing and Fuzzy Logic in the Conception, Design and Deployment of Intelligent Systems (P9, 11-12)など多くの寄稿を頂いているファジィの創始者カリフォルニア大学の Lotfi A. Zadeh先生（第１回功労賞）のお陰で存在しているといっても過言ではない。[1] 
有田清三郎氏らのご尽力でザデー先生をお招きすることのできた倉敷での数回にわたる年次大会は演題数も参加者も多く、本学会が“陽光を浴びていた”時期であった。
筆者は昨秋Berkeleyのザデー先生を訪問し、親日家の奥様共々会食する機会に恵まれたが、日本車のRVを軽々と運転なさるお姿は老いを感じさせないお元気そのものであった。

大阪電気通信大学の“ファジィ一筋”の水本雅晴(第５代会長、第４回大会長、第5回プログラム委員長、前事務局長、第３回功労賞）らは「距離型ファジィ推論法」（JJ1, 61-78）に代表される論文を発表し、高度な理論的アプローチでわが国のファジィ研究の国際的レベル維持に貢献している。この論文は、高知工科大学の王碩玉氏が主著者で北海道大学の土谷武氏と共著であるが、論文賞を受賞している。

ファジィ推論に学習機能をもたせる研究として、九州工業大学の前田幹夫（和文学会誌初代編集長）らのFuzzy Artificial Intelligent System with a Learning Function on Medical Field：Integration and Elimination of Medical Knowledge (J1, 21-32) およびControl for Reduction of Acceleration and Vibration of a Stretcher-Cart on an Ambulance ( J3, 21-29)などがある。前田らの長論文「インテリジェント車椅子のファジィナビゲーション」( JJ3, 11-29) は論文賞を受賞している。前田らの「ファジィルールの非線形スケーリングファクタとその調整」( JJ2, 47-63)も“力作”である。
前東亜大学・現東京電機大学の斉藤恵一（本学会評議員）らのA Rule-Learning Algorithm of Clinical Fuzzy Production System (J6, 19-28)もファジィ推論に学習機能をもたせる研究として、論文賞を受賞している。
BMFSAホームページの充実に長年尽力頂いている、北九州高等専門学校の白濱成希は数学的程度の高いA Basic Concept of Human Cognitive Model Based on Subjective Observation (J2, 37-44)などを発表している。

２．ニューラルネットワーク

基本的な研究として、九州工業大学の永松正博らのControlling Attention to Clauses for Solving SAT (satisfiability problem) by Lagrange Programming Neural Network (J5-2, 65-72)などがある。

３．G. A. およびChaos Theory

G.A. (Genetic Algorithms)として、前産業医科大学・現昭和病院の平野英保（第８代会長）らのA Novel Approach for Obtaining a cDNA Clone that Codes Functional Protein by Applying the Fuzzy Set Cloning Theory (J2, 19-24) およびThe Envelopment of Malignant Tumor Cells using the Fuzzy Set Chaos Theory During Histological Regulation (J5-2, 31-36)などがある。「組織構築コマンドの種類と実際」(P16, 39-42) は癌治療への貢献が期待される。
Chaos Theoryとして、東亜大学の玉木明和（第15回大会長、第13回プログラム委員長、英文学会誌第3代編集長）のA Matching Method of 2-Dimensional Projected Attractor of Chaos such as Biomedical Phenomenon (J5, 79-82)、Influence of Mapping on the Identification of Chaotic Phenomenon by 2-D Attractors (J5-2, 97-104) およびルーマニアのイアシ工科大学のHolia-Nikolai Teodorescu（第５回功労賞)らのBiologic Dynamic Processes Modeling Based on Chaotic Fuzzy Systems (J4, 1-10)などがある。

４．ＳＯＭ (Self-Organizing Maps)

鳥取大学の徳高平蔵（第17回大会長）による第13回年次大会での特別講演「自己組織化マップとその医療情報処理への応用の可能性」(P13, 1-10) および共著の「自己組織化マップ（SOM）を用いた健康評価システムの構築」(JJ5, 9-15) がある。

５．医療診断

ファジィを診断の目的に応用しようとする研究の草分けはマルセーユ大学のElie Sanchez（第１回功労賞）である。Fuzzy Inference and Medical Diagnosis －A Case Study (P1, 4-21)、DNA Bio-soft computing, A shift from bits to molecules （P9, 15-22）などを寄稿頂いている。Sanchez先生は何度も日本に来てBMFSAを盛り上げて下さった。筆者は5年前に南フランスを訪れた際、Sanchez研究室で研究中の北海学園大学の山ノ井高洋先生（北海道での数少ないBMFSA会員）にお世話になった。

本学会の設立と発展に貢献された関西医科大学の有田清三郎（第４代目会長、第9・10回大会長、第７回プログラム委員長、第２回功労賞、英文学会誌初代編集長）はFuzzy Inference for the Medical Diagnostic Logic (P2, 66)、Diagnostic System for Diabetes Mellitus Based on the Response of Glucose Tolerance Test Using a Fuzzy Inference（P3, 67-70）およびFuzzy Logic for the Diagnosis of Surgical Site Infection by the Weighted Membership Functions （J3, 97-101）など、ファジィの診断への応用に種々の成果をあげておられる。
前慶応義塾大学医学部・現聖マリアンア医科大学の吉田勝美（第12回プログラム委員長）らは、Medical Application of Fuzzy Decision Making (P3, 45-46) はじめ、曖昧処理科学の医学診断への適応に関する基本的な研究をされている。Darwinian Inheritance Genetic Learning Method of Neural Networks Under Dynamic Environment and its Application to Diagnostic System for Hepatobiliary Disorders (J7, 19-26) は論文賞を受賞している。
前田幹夫（前掲）の「知的クラスタリングとルールベースを用いた消化器癌患者の予後診断」（JJ5, 17-21）は、各種クラスタリング手法の特長を取り入れている。
６．健康管理

法政大学の増井重弘（第16回大会長）らの「ファジィ理論を用いた生活習慣病支援システムの構築」（JJ3, 19-28）が特筆される。この論文は論文賞を受賞している。

元(株)東芝・前東芝メディカル(株)・現北里大学の柴田定康（前副会長、現理事）らは、「健診システムにおける曖昧さの取り扱いに関するアプローチ」（P1, 31-35）および「メンバーシップ関数の微分に関する一考察」（P12, 83-86）などを発表している。

７．制御

九州工業大学の山川烈（第2代会長、第4回大会長、第２回功労賞）はファジィチップの開発で一世を風靡し“棒立て”はＮＨＫでも放映された。ファジィ法が“制御”に極めて有効であることを立証された。
同大学の喜多村直（第3・4・14回プログラム委員長、第５回功労賞、英文学会誌第２代編集長）はOn Incorporation of Fuzzy Inference into Real Time Computation－An Intelligent Support System Design for Artificial Heart Control (P2, 44-49)などを発表しているし、Animal-like Behavior Design of Small Robots by the Model of Subjective World and Behavior (J3, 39-46)などは行動科学の最先端を行く研究である。

産業医科大学の中野正博（九州地方大会幹事ほか）らの「筋肉の並進運動のミクロ機構」(P15, 105-110)なども興味深い。Stochastic Model of Actin-Myosin System, New Stochastic Resonance Inclined Rods Model Having Double Springs (DS-SIRM) (J8, 1-13) は論文賞を受賞している。
８．パターン認識・画像処理

前産業医科大学・現総合人類学研究所の北條暉幸（第３代会長、第4回大会長、第３回功労賞、顧問）はA Scanning Electron Microscopic Study of Neurons and Fibers of Human Cerebellar Cortex (J2, 25-32)、SEM Panoramic Views of Chaotic Bifurcated Bronchioles and Aggregated Alveolar Patterns of the Lung (J3, 103-106)、Fuzziness of Microfeatures of Nervous Cells and Synapses in the Human Cerebellar Cortex using SEM New Method (J8, 1-5) およびThree-Dimensional and Panoramic Views of Microstructures using SEM and TEM (P9, 98-99) など、解剖学・組織学の分野におけるパターン認識に数々の業績をあげている。

CT・MR画像に関するものとして、兵庫県立大学（旧称姫路工業大学）の畑豊（第14大会長、監事）および小橋昌司らによる「半月板機能評価のための膝関節MDCT画像からの半月板領域の抽出」(P16, 111-114)、A Fuzzy Rule-Based Region Growing Method for Segmenting 3-D Dynamic MR Images ( J7, 85-94)などがある。

畑豊教授は、ザデー先生の“門下生”の一人であり、現在「米国カリフォルニア大学バークレー校BISC (Berkeley Initiative in Soft Computing) 医療画像研究班代表」でもある。
９．心理学・感覚
ファジィの概念が最も馴染みやすい分野のひとつとして、数々の興味深い研究が報告されている。

前九州工業大学・現東亜大学の矢鳴虎夫（第6代会長、第13回大会長、第6回プログラム委員長、第４回功労賞、英文学会誌初代編集長）は「感覚科学」の先駆者としてExpression of a Multiple Fuzzy Set Defined on Dependent Coordinates System and Reducing Transformation to COSMOS　DIAGRAM (P3, 35-38)、Proposal of a Symbolized Particles Store Type Neuron Model (P9, 50-53) など、自らおよび後輩が多くの業績をあげている。

同大学の吉田香はAn Application of Frame Oriented Theory to Decision Processing and Evaluation of Psychiatric Diagnosis (J1, 15-20) 、Image Retrieval System Based on Subjective Interpretation (J4, 65-74) および「感性データベースにおける主観的要因に関する研究」 (P12, 97-104) などを発表している。また、BMFSAのメーリングリスト上に関連学会の最新情報を熱心に流して下さっている。
10．社会学・経済学分野
約10年前から「ソシオメトリーグラフ」などを提唱する早稲田大学経済学部の山下元（第12回大会長、現副会長）らはこの分野のパイオニアでSociometry Analysis Applying Fuzzy Node Fuzzy Graph (P11, 59-60)およびMathematical Structure of Fuzzy Node Fuzzy Graph and its Application (Uesu Hiroaki, P12, 65-68)などを発表している。解説論文「ファジィノードファジィグラフの近似表現と応用」(JJ5, 37-5) は解りやすくよくまとめられている。

和多田淳三（７代目会長、第14回大会長、現事務局長）らの研究Fuzzy Principal Component Analysis and Its Application (J3, 83-92)およびMean-Variance Analysis of Medical Investment and Medical Products (Kawaura Takayuki, J5-2, 91-96) などは、経済現象の解析や予測に貢献するであろう。

中野正博（前掲）のStudying on the Method of Medical System Analysis Using Fuzzy Logic (P10, 93-96) は社会システムの解析にファジィ２次微分方程式を用いる独創的な研究である。

11．東洋医学
明治鍼灸大学の和辻直（本学会評議員）らがこの関係の成果をSupporting System for Tongue Inspection in Traditional Chinese Medicine Using the Fuzzy Theory (J5, 27-31)などに継続的に報告している。有田清三郎らと共著の解説論文「中国伝統医学の診断支援システムの構築」(JJ5, 23-30) は今までの研究成果を簡潔にまとめられたものである。
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おわりに

この拙稿には薄学非才ゆえの誤解・見落としや失礼な表現があろうことを詫びなければならない。紙面の制約もあり今回は約30名の方々に絞る結果となったが「BMFSA19年の歴史を作った人々」として当然挙げねばならない人々がもっといらっしゃるはずでもある。学会誌編集委員の方々は本学会の発展に多大な功績があるし、将来有望な若手研究者の諸君も本学会のこれからの歴史を作る人々である。

“ファジィブーム”が去った今、真のファジィ、真のソフトコンピューティングが着実に開花するには、BMFSA 会員のさらなる情熱が必要であるし、“第２のザデー先生”の出現が待たれる昨今でもある。
過去３回にわたって分析したように、BMFSAの最近の演題や論文はバイオメディカル以外の分野のものが増加傾向にある。この状況を予測したかのように、英文学会誌のタイトルは1995年の初刊からすでに“Biomedical Soft Computing and Human Sciences”となっている。これを訳すれば「バイオメディカルソフトコンピューティングと人間科学」であり、先人の知恵が込められた名称である。本学会の名称も「人間科学」や「社会科学」を含めた名称にすると、より発展が図れるかもしれない。

過去の栄華を偲ぶに留まらずBMFSAの益々の発展を祈願する次第である。
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